
フレームの穴にウレタン線を通して、先を約
20cm出し、たるみを取る。

一次コイルと二次コイルの巻き始めと巻き終
わり、合計4か所の先端部分をライターの火
であぶってから、銅の地色が出てくるまで紙や
すりでみがく。

ダイヤルの裏側に、両面シール（白）でバリコ
ンプレートAをはりつける。端子になるでっぱり
を直角に起こし、図のような向きではる。

スタンドの部品AとB、AとCを組み合わせて、フレーム
の両側からはさみ、タッピングねじでとめる。

入っているもの

本体

フレームの部品（4本）

バリコン本体

目盛り・ダイヤルシール

エンブレム
シール

バリコンプレートA

バリコンプレートB

電池ス
イッチ

ウレタン線

ダイオードケース

ねじ（長）

六角
ナット
（2個）

黄鉄鉱

ねじ（短）

ピックアップの部品

スイッチ板

接点
スプリングA

A

接点キャップ
（2個）

ゲルマニウムダイオード

タッピングねじ
（7本）

つばつきタッ
ピングねじ

用意するもの セロハンテープ、はさみ、単3形乾電池（1本）、ドライバー（プラス）、ライター

●金具類や電極、アルミ板は、機能上うすい金属を使っていますので、取り扱いには十分注意してくださ
い。けがをするおそれがあります。
●野外で使用する場合、落雷のおそれがあります。落雷がありそうなときは野外で使用しないでください。
●小さな部品があります。誤って飲み込まないように注意してください。窒息などの危険があります。
●リ－ド線やアンテナ線の先を家庭のコンセントに差し込まないでください。感電の危険があります。
●針を使用していますので、取り扱いには十分注意してください。けがをするおそれがあります。
●アンテナ線で目や手を突かないよう注意してください。けがをするおそれがあります。
●鉱石をさわった手で目をこすらないでください。目を痛める場合があります。

この付録では電池を使用します。電池を誤使用すると発熱・破裂・液漏れのおそれがあります。
下記のことに注意してください。
●ニッカド電池等の充電式電池は使用しないでください。
●＋・－（プラス・マイナス）を正しくセットしてください。
●実験後は、電池を電池ボックスからはずしてください。
●ショートさせたり、充電・分解・加熱したり、火の中に入れないでください。

★安全のため、この説明書にある使い方を必ず守ってください。また、使用中に破損・変形して
しまった部品は使用しないでください。
★小さな子の手の届かない場所にしまってください。

●この付録に使われているプラスチックの材質
ラジオ本体一式：ABS樹脂
※リード線の被覆には塩化ビニル樹脂を使用しています。
●この付録に使われている金属の材質
バリコン：アルミニウム／ウレタン線：銅／スイッチ金具・接点金具・検波器金具他：燐青銅（ニッケルメッ
キ）／ネジ・ナット：鉄（ニッケルメッキ）／スプリング：ステンレス
※不要になったときは、各自治体の決まりに従って処分してください。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
金
具

ダイヤル

イヤホン

紙やすり

針

接点金具

とめ具

鉱石カップ

増幅回路基板

スプリング

リード線（青）両面シール（白・黄）

スタンドの
部品B・C

スタンドの
部品A（2個）

の組み立て方と使い方

手作りラジオで
中波放送（AM）
を聴こう！

コイルガイド

しっかりはめる。

この穴に通す。

巻き始め

◆これは2の図と同じ
側から、コイルガイドの
右隣のでっぱりを見た
ところ。でっぱりの先端
まで巻いてから、かけ
違いをチェックしよう。

フレームの部品

穴から約20cm

約20cm残す。

約30cm残して切る。

③

①

][
②
④
⑥
⑧
⑩

⑫

⑭

⑯

③
⑤
⑦
⑨
⑪

⑬

⑮

二次コイル

②

①

ウレタン線

ウレタン線

いちばん下にかける。
コイルガイド

一時巻きつける。

1回巻きつける。

◆数字の順番に穴に
通して、たるみを取る。

フレーム

◆ウレタン線がからまないよう
にするには、中身の入ったペ
ットボトルなどにウレタン線をか
けておき、回転させながら線を
取り出していくとよい。

◆二次コイ
ルを通さな
かった方の
穴に通す。

◆透明な被覆が焼
けて黒く変色する。

◆フレームの変
形や、やけどに
注意しよう！

約3cm
ウレタン線

紙やすり

タッピング
ねじ

タッピング
ねじ

スタンドの部品A

スタンドの
部品B

スタンドの
部品C

※出る煙は吸わないように。

ダイヤル

ダイヤル

両面シール（白）

ダイヤルシ
ール

目盛り
シール

◆目盛りシールは、
はしをでっぱりに合
わせ、外周に沿っ
てはる。

◆ウレタン線はどちらをつ
ないでもいいが、より長
い方をダイヤル用としてバ
リコンプレートAの端子に
接続し、鉛筆などに巻き
つけてコイル状にしておく
といいだろう。

両面シール（黄）

直角に曲げて、
穴に入れる。

バリコンプ
レートB

バリコン本体

バリコンプレートA
の端子

バリコンプレートB
の端子

バリコン本体

スプリング

タッピング
ねじ

とめ具

ここに合わせる。

へこみに、ぴっ
たり合わせる。

えんぴつなどに
巻いて、たるみを
とっておこう。

プレートには薄いまくがある。
端子の部分のみまくをはがし
て、端子を直角に曲げる。

バリコンプ
レートA

チェックがすんだら、仮どめをはずして、全部で4周巻く。
コイルガイドにもかけて、次の周回からは互い違いになる
ように、ぎざぎざの下の方から順番にかけていこう。

◆コイルガイドにもかけるので、2周目は1周目
と交差するようにかけていくことになる。

◆途中で休むときは、フレームのでっぱりにウレタン
線を巻きつければ固定しておくことができる。あまり作
業に集中しすぎないように、休み休み巻こう。

巻き始め 巻き終わり

巻きつける。

フレームの穴にウレタン線を通す。作業中に
ウレタン線がからまないように注意しよう。

フレームを組み立てる。部品を4つつなげ
て八角形を作り、つなぎめではない任意の
一辺の中央にコイルガイドをはめる。

コイルガイドの上か
ら見ると、図のように
なる。ウレタン線の
先を約20 cm出し
て、フレームに巻き付
けた部分のたるみを
取っておく。

ウレタン線をコイルガイドにかけてから、フレームのでっぱりのぎざぎざのいちばん下の
段に、互い違いにかけていく。なるべくピンと張るようにかけていこう。

一周巻いたところで、コイルガイド
に巻きつけて仮どめし、全体をチェ
ックしよう。どのでっぱりもぎざぎざ
のいちばん下にかかっていなくては
ならないので、かけ違いはここで直
しておく。

4周巻いたらコイルガイド
に1回巻きつけ、そこから
約30cmのところでウレ
タン線を切る。

フレームの穴に図のようにウレタン線を通し、
たるみを取っておく。

最後に、ウレタン線のかけ違いをチェックす
る。それぞれのでっぱりのぎざぎざの2段
めまでにウレタン線がかかっているかどうか
確認しよう。

二次コイルと同じように、でっぱりのぎざぎざ
とコイルガイドに、ウレタン線を互い違いに
かけていく。

一次コイルは1 7回巻く。1 1周目まではぎ
ざぎざに順番にかけていくが、1 2周目から
1 7周目までは1つとばしにかけていく。

巻き終わったら、コイルガイドに1回巻きつけ
て、そこから約30cmで切り、フレームの穴
に通してたるみを取る。

目盛りシールとダイヤルシールをはり、ダイヤル
をバリコン本体の穴にはめる。

バリコン本体を裏向きにして、一次コイル（後から
まいた方）の巻き始め、巻き終わりのウレタン線を
バリコンプレートA、Bの端子につなぐ。

ダイヤルの軸にスプリングをはめ、とめ具をか
ぶせてタッピングねじでとめる。

ダイヤルが回転することを確認する。ゆるいよ
りもちょっときついくらいの方がよい。ゆるすぎ
るようなら、裏側のとめ具のねじが締まってい
るかどうか確かめる。

バリコン本体に両面シール（黄）をはり、へこみ
に合わせてバリコンプレートBをはりつける。端
子になる部分を直角に倒し、へこみにぴっ
たりはめこむ。

注意 ふろくを作る前に必ずお読みください。

イラスト／太田雅俊

コ
イ
ル
ガ
イ
ド

最初にコイルガイド
にかける。

⑰

◆部品C、Bは
入れ替わっても
かまわない。

◆ねじは回せな
くなるところまで
しっかりと押し込
んでおく。

しっかりはめる。

B

B

C

E
D

3分の1くらいの
サイズに切って
使う。

◆被覆が残っていると
接触不良を起こしやす
くなるので、しっかりみ
がいておこう。

※
タ
ッ
ピ
ン
グ
ね
じ
は
、通
常
の
ね
じ
と
異
な
り
、ね
じ
の
溝
を
刻
み
な
が
ら
ね
じ
込
ん
で
い
く
も
の
で
す
。し
っ
か
り
力
を
入
れ
て
回
し
て
く
だ
さ
い
。

◆接触不良にならないよう、ウ
レタン線と端子ができるだけ触
れるように巻く。

ねじ（長）・ナ
ット・ピックア
ップ部品D・
Eはセットさ
れています。
はずしてから
組み立てて
ください。

磁鉄鉱

パチンとはめる。

端子
セロハンテープ
を使って薄膜を
はがす。

スタンドの部品にはAやBの刻印があり
ますが、部品名とは関係ありません。

◆穴にバリ（突起物）
があって、入れにくい
場合があります。強
めに押し込んでくだ
さい。

まくを残す。



増
幅
回
路
を
使
っ
て
聴
く

アルミホイルで固定
して検波しやすく

本体に電池を入れる。向きに注意しよう。

穴から通し、はしから約5cm
のところに結び目を作って、
結び目まで裂き、先端のビ
ニールを取っておく。

リード線（青）

青

◆リード線の先端を
折り曲げて、となりの
穴に差し込み、スイ
ッチ板を通して、つば
つきタッピングねじで
とめる。

つばつきタッピングねじ

タッピング
ねじ

タッピング
ねじ

青

スイッチ板

オレンジ

白

青

両端を穴から
外に出す。

円い穴の方。

裂く。

ひねりな
がら取る。

◆穴に入れるリード線は、
先端のビニールがついた
まま作業する。それ以外
は先端のビニールをひね
りながらとる。

リード線の色別配線先

［白］
・スイッチ穴へ通す。
・二次コイルの先端に接
続する。
［オレンジ］
・スイッチ穴へ通す。
［赤］
・接点金具に巻きつけて、
本体のみぞに差し込む。
［黄］
・イヤホンのリード線の片方
（どちらでもよい。）に接続す
る。
・穴へ通す。
［黒］
・二次コイルの先端（どちら
でもよい。）に接続する。
・イヤホンのリード線の片方
（どちらでもよい。）に接続す
る。
・接点スプリングに巻きつ
けて、本体のみぞに差し込
む。

白赤

黒

黒

黒

白

黒

黒
黒

黄色

右の穴へ

セロハンテープセロハンテープ

イヤホン

二次コイル

イヤホン

巻きつける。 巻きつける。

黄色

◆穴から出したリード線
は、先端のビニールを
ひねりながらとる。

電池スイッチは、
みぞに差し込ん
ではめる。

先端を穴の内側
へ折り曲げる。鉱石カップを

本体にはめる。
そのとき、間に
青いリード線の
先端をはさむ。

白オ
レ
ン
ジ

接
点

ス
プ
リ
ン
グ

接
点
金
具

ひねりな
がら取る。

タッピングねじ

増幅回路基板

本体

白

黒黄色

赤

オレンジ

◆ピックアップ金具の
向きに注意する。

ねじ（長）

ねじ（短）

六角ナット

六角ナット

ピックアップ
の部品A

本体

アンテナ
コイル

エンブレム
シール

ダイオード
ケース

ゲルマニウムダイオード

ダイオードユニット

ダ
イ
オ
ー
ド

ユニッ
ト

◆この検波器は、「探り式
検波器」といわれている。
針のあて方やあてる位置
を変えて、聞こえるところ
を探ろう。針をあてた状態
で、回転させてみるのも
効果的。さまざまな方法
で、チャレンジしてみよう。

回路切り替え
スイッチ

電池スイッチ

回路切り替え
スイッチ

ゆっくり
回す。

単3形乾電池

本体

約5cm

約5cm

アルミ
ホイル

＋－

鉱石

◆ダイオードの黒
い線がある側に
油性ペンなどで印
をつけておく。

◆お互いの導
線が触らないよ
うにする。

◆カップに置
く時は、必ず
印を付けた方
が上にくるよ
うにする。

接点
キャップ

ここを通す。

ピックアップ
金具Aピックアップ

金具B

ピックアップの
部品B

ピックアップ
の部品C

◆L字形に曲がった方からピック
アップ金具の間に入れる。

◆パチンとはさまって固定され
るまで、先端の方に送る。

針

黄
はめる。

巻きつける。

ピックアップ
の部品D
（穴が六角）

ピックアップの
部品E

タッピングねじ

イヤホンのリード線とリード線（青）を図のように本体
に通す。イヤホンのリード線は結び目を作って裂
いておこう。

基板のリード線を配線する。同じ色のリード線はどれをつないでもいい。完了後、線がむき出しになっていると
ころは、セロハンテープなどで絶縁しよう。

増幅回路基板を本体にタッピングねじでとめる。図
のように本体を置き、基板の文字がふつうに読める
向きでとめよう。リード線は絵のように折ってレイアウト
しておく。

各パーツを組み合わせて、ねじとナットでとめる。

ゲルマニウムダイオードの導線を両側
とも約1 cmに切り、ケースにはめてか
ら曲げ、接点キャップを両側にはめる。

アルミホイルを約5cmの正方形
に切って、四つ折りにする。

カップにダイオードをセ
ットするとき、間にはさみ
こむ。

アルミホイルをすきまにうめこ
む。上下の接点キャップをシ
ョートさせないように注意す
る。

回路切り替えスイッチと電池スイッチを図の
ように動かす。あとは同じように聴こう。

イヤホンを装着し、ダイヤルを回して選局する。
同調すると「ガリッ」と音がするので、そこで微調
整し、放送が聞こえたら、さらにコイルアンテナ
の向きを変えて、よりよく聞こえる向きを探そう。

ダイオードで聴くことができたら、バリコンを
動かさずに鉱石に替えて実験してみよう。

回路切り替
えスイッチを
図の位置に
動かす。

図のようにダイオードユニットをカッ
プの中にセットして、針を置く。

ピックアップ金具の間に針をはさむ。
本体の後ろ側からバリコンをはめる。コイ
ルのウレタン線は、下部のへこみを通そ
う。

図のような向きで、本体にアンテナコイルのスタ
ンドをはめる。エンブレムシールもはろう。

ピックアップを本体にはめ、黄色いリード線をピッ
クアップ金具の端子に巻きつける。

本体の表側の配線をする。

うまく聞こえないときは…
・一次コイルと二次コイルの接続先は間違っていませんか。間違っている
と、何も聞こえないか選局ができません。
・基板の配線は正しくできていますか。［本体の配線をする］の３を見て配線
を確認しましょう。
・接触部分に不良はありませんか。リード線などを触ってガリガリ音がする
場合は接触不良が考えられます。再度つなぎ直しましょう。
・ダイオードユニットの接触を確認しましょう。接触が悪い場合は、折り返
したダイオードの足の位置を変えてみてください。
・低い周波数が入らない場合は、バリコンのプレートが浮いている可能性
があります。裏側のねじを締め直してみましょう。

・検波器やスイッチ等の金属部分に直接触れると受信の感度に影響が
あります。触らないようにしましょう。
【鉱石やゲルマニウムダイオードを使った場合】
・電波の弱い地域や鉄筋の建物内では受信できない場合があります。
・室内で聴く場合は、窓際などなるべく電波の強い場所で聴きましょう。
・鉱石の検波がうまくできない場合は、一度増幅回路で受信した状態に
してから、スイッチを切ってみましょう。
・電池スイッチがOFFになっているか確認しましょう。
【増幅回路を使った場合】
・電池の＋・－は合っているか、電池は浮いていないか確認しましょう。
・スイッチが正しい位置になっているか確認しましょう。
・ダイオードの向きが正しいかどうか確認しましょう。

ダ
イ
オ
ー
ド
や
鉱
石
で
聴
く

0.01μ
100ｋ

2.2mＨ12ｋ

100
一次
コ
イ
ル

バ
リ
コ
ン

二
次
コ
イ
ル

17回

4回 増幅回路
使用 イ

ヤ
ホ
ン

ダイオード
or鉱石

1.5V

ラジオキットの回路図

◆鉱石も同じ
ように固定し
てみよう。

◆二次コイルの
配線は、あとで行
うので、ここでは通
さなくてよい。

突起を下に向ける。

OFF

ON

右の穴へ

黄色

◆ピックアップ部品D・Eのねじをしめたりゆるめ
たりして、針がしっかりとまるところを探そう。

二次コイルをイヤホンの前
の四角い穴に通し、配線
の にしたがって、裏側
の配線をする。




